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JR線／新橋駅（日比谷口）より第一ホテル
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通り」の右側にホール入口。徒歩5分
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2011年下期　第１０6期

2011年
11月16日（水）

－脳科学の見地から「脳の気分」を読み解く－

－たった１分で人生が変わる！片づけの習慣－ －どんな状況でも夢や目標に向かって進む－

男心と女心は、なぜこんなにもすれちがうのか！

片づけ上手は、生き方上手

脳科学の見地から「脳の気分」を読み解く感性アナリスト。「市場の気分」を読み解く感性マー
ケティングの実践者であり、「男女脳の気分」を読み解く男女脳論の専門家、「ことばが脳にも
たらす気分」を読み解く語感分析の専門家でもある。人工知能（AI）エンジニアを経て、2003
年、世界初の語感分析法サブリミナル・インプレッション導出法を発表、独自の感性分析術が
注目を浴び、感性研究の第一人者となる。脳の研究からくりだされる男女脳の可笑しくも哀し
いすれ違いを描いた随筆や恋愛論、脳機能から見た子育て指南本、語感の秘密を紐解く著作
も人気を博し、日本テレビ「世界一受けたい授業」フジテレビ「さんまのホンマでっか!?TV」に
出演、ＮＨＫ教育テレビ「日本語なるほど塾」の講師として起用されるなど、TVやラジオ、雑誌
にもたびたび登場。【近著】ビジネス書：「なぜ、人は7年で飽きるのか　～ブレインサイクルの
秘密」（中経出版）、「ことばに感じる女たち」（ワニ文庫）最新刊／「夫婦脳　～夫心と妻心は、
なぜこうも相容れないのか」さらに、語感分析法を応用した、名前の恋力を占う携帯コンテン
ツ｢恋音｣も好評運営中
【公式サイト】http://www.ihoko.com/

【公式サイト】http://www.sukkirilab.com/

【公式サイト】http://takedanet.com/

黒川伊保子
くろかわ　　いほこ

株式会社　感性リサーチ代表取締役・感性アナリスト

2011年
12月14日（水）

1969年生まれ。北海道出身。大学生の頃、交換留学でアイルランドに行き、トランク１つで生
活できたことに衝撃を受けて帰国。モノを持たない自由と幸せを実感し、自然と片づけに意
識が向くように。2005年9月に「スッキリ・ラボ」を開業。「片づけを習慣化する」をコンセプト
に、個人カウンセリング＆コンサルティング、企業研修、講演などを行う。これまで指導してき
たのは延べ2500人以上。2009年1月からは片づけの実践と研究を通して、片づけの習慣を
つくる「かたづけ研究会」をスタート。モノや情報があふれる現代だが、誰しもが「片づけ力」を
持っており、それを引き出したいという信念を持つ。「日本人が本来持っている片づけ力を引
き出して、日本を元気にする」ミッションを掲げ、日本初のかたづけ士として奔走している。シ
リーズ累計44万部『たった1分で人生が変わる片づけの習慣』（中経出版）ほか著書多数。『ガ
イアの夜明け』（テレビ東京）や『所さんの目がテン！科学で片付け＆断捨離』（日本テレビ）『め
ざせ！会社の星/目からウロコの整理術：整理リミックス』『サラリーマンNEO』（ＮＨＫ）などテレ
ビ出演も多数。

小松 易
こまつ　 やすし

かたづけ士　スッキリ・ラボ代表

2011年
10月11日（火）

地震・原発・環境

1943年東京都生まれ。66年東京大学教養学部基礎科学科卒業後、旭化成工業（株）に入社。
86年より同社ウラン濃縮研究所長を務め、自己代謝材料の開発に取り組む。93年より芝浦工
業大学工学部教授、2002年より名古屋大学教授を経て、2007年3月より現職（専門分野：資
源材料工学）。東京大学、京都大学、東北大学、横浜国立大学、早稲田大学、立教大学、愛知大
学などの非常勤講師、文部科学省中央教育審議会専門委員、工学アカデミー理事、芝浦工業
大学評議員、学長事務代理、大学改革本部長代理、教務委員長、NEDO技術委員、日本工学
教育協会常任理事、JABEE工学一般審査委員長、非営利法人「おもしろ科学たんけん工房」
「テクノ未来塾」理事などを経験。著書に「子供を放射能汚染から守り抜く方法」（主婦と生活、
2011）「放射能と生きる」（幻冬舎、2011）「原発事故、放射能、ケンカ対談」（幻冬舎、副島さん
との対談、2011）「エネルギーと原発のウソをすべて話そう」（産経新聞出版、2011）「生物多
様性のウソ」（小学館、2011）「原発大崩壊」（ベストセラーズ、2011）「原発事故残留汚染の危
険性」（朝日新聞出版、2011）

武田 邦彦
たけだ　　くにひこ

中部大学教授　工学博士

◆『命の授業』腰塚勇人オフィシャルサイト　http://www.inochi-jyugyo.com/
◆「命の授業」ブログ　http://ameblo.jp/inochi-jyugyo/

2012年
2月15日（水）

2012年
1月25日（水）

「できる女」の条件

1935年大阪生まれ。1958年慶応義塾大学経済学部卒業後、東京スポーツ新聞社に
入社。文化部長、出版部長を歴任する。1977年に退社し、日本クリエート社を設立す
る。現在、出版プロデューサーとして活躍する一方、書籍や新聞、雑誌の執筆、また講
演など幅広く活動を続けている。100冊を超える著書のなかで、20代の若者からシニ
ア世代に向けて「人生を豊に愉しく生きる」ことに主眼を置いたエッセイを数多く執筆
しており、豊富な人生経験に裏打ちされた文章には定評がある。文章・講演会を通じ、
その言葉は人々の心をとらえ続けている。主な著書に『男の品格』『みっともない老い
方』『人間関係のしきたり』（ＰＨＰ研究所）『「20代」でやっておきたいこと』『男が40代
でやっておくべきこと』（三笠書房）『「自分の人生、これでいいのか」と思ったとき』（祥
伝社）『遊びの品格』『大人の「男と女」のつきあい方』（中経出版）『男は死ぬまで働き
なさい』『「一人時間」を愉しむ生き方、暮らし方』（廣済堂出版）『龍馬のように生きてみ
ないか』（ベストセラーズ）など多数ある。

【公式サイト】（ＰＣ版）http://kosodate-hiroba.net（携帯版）http://kosodate-hiroba.net/m

1960年東京生まれ。東京女学館短大卒業後フリーのアナウンサーとして活躍。86年産婦人
科医の辻井孝氏と結婚。88年に生まれた長男・伸行氏が生後まもなく全盲とわかり、絶望と
不安のなか、育児書や子育てマニュアルが全く役に立たないところから、手探りで子育てをス
タートする。「明るく、楽しく、あきらめない」をモットーに、持ち前のポジティブさと行動力で伸
行氏を育てる。つねに子どもの可能性を信じ、よく見て、ほめる「親ばか」の子育てで、生後８カ
月で伸行氏の音楽の才能を見つけ、プロのピアニストへと二人三脚で歩む。その結果、2009
年６月、アメリカで開催された第13回ヴァン・クライバーン国際ピアノコンクールで、伸行は日
本人初の優勝を果たす。また、子育てに悩む親御さんが集まって、意見交換をするサイト「辻
井いつ子の子育て広場」を開設。自分の経験をもとに各地で講演活動も行う。著書に『今日の
風、なに色？』『のぶカンタービレ！』、自身の経験をもとに子育てのポイントを紹介した最新刊
『親ばか力～子どもの才能を引き出す10の法則～』（いずれもアスコム）がある。

川北 義則
かわきた　　よしのり

辻井いつ子
つじい　　いつこ

エッセイスト

－今の幸せに気づくことから夢はひろがる－－ズバリ本当のことを教えて！－
命の授業

－仕事をもつ女が知っておきたいこと－

1965年　神奈川県生まれ。元・体育教師・養護教員。2002年、スキー中に大転倒、頚椎(首の骨)骨折
という大ケガをしてしまったのです。４時間の手術の末、奇跡的に命はとりとめたものの全身が動かな
い深刻な麻痺状態になり、あまりの絶望に私の心は深く沈みました。その後、懸命のリハビリにより社
会復帰できるまでに回復し、事故をきっかけに人生も人生観も大きく変化。2010年3月 教職を辞し、
現在は「命の授業」の講演を通して命の大切さを訴えている。2010年5月 ダイヤモンド社より「命の
授業」出版。2010年7月 フジテレビ系「奇跡体験アンビリバボー」に出演。復帰後は、身体の一部に障
がいを抱えながら、感謝と共に生きるようになりました。入院・手術・リハビリ・職場復帰と一つ一つの
プロセスを経ながら、自分を受け止め、受け入れ「５つの誓い」へたどり着きました。現在は教員を卒業
し、命の大切さ、生きていることの素晴らしさ・両親・家族・仲間の大切さなど、普段の生活の中で当た
り前に感じ、忘れかけている大切な幸せについて、また、皆様が誰かを照らす存在であることを、講演
や著書を通じてお伝えしていきたいと願っております。

腰塚 勇人
こしづか　　はやと

講演家

TM

2012年
3月14日（水）

明るく、楽しく、そして諦めない生き方

ピアニスト辻井伸行の母


